
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６４３

基盤研究(C)

2014～2012

授業の文化的スクリプトに関する国際比較研究

Cross Cultural Study for Reorienting the Cultural Script of teaching

３０５３５６９６研究者番号：

サルカルアラニ　モハメドレザ（Sarkar Arani, Mohammad Reza）

帝京大学・教育学部・教授

研究期間：

２４５３０９７４

平成 年 月 日現在２７   ６   ３

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、授業に深く関わる文化的スクリプトを解明することであった。異なる文化
的背景を有する者の“レンズ”を通すことで、文化的コード（例：誤り、雰囲気など）の抽出が可能となり、考察（討
論）を通して文化的スクリプト（例：主体的・個別的・構成主義的スクリプトなど）を明らかにすることができた。比
較授業分析の結果、複数の文化的スクリプトが併存しており、時にそれらが協調したり競合したりしながら、授業が成
立していることが明らかにされた。また、同一文化内では気付きにくい文化的特徴が相対化されるという比較授業分析
の可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to reveal the cultural script of the teaching. This 
study provides a cross-cultural learning opportunity for both Japanese and foreigner teachers and 
researchers 1)to learn from each other, 2) to analyze a lesson in practice, 3) to deliver evidence-based 
suggestions for improvement of the lesson, and 4) to look culturally at what actually goes on in the 
classroom. In particular, analysis of a lesson through different lenses and social-cultural backgrounds 
helped them to find a specific(their own) approach to localize a global approach of improvement and 
change the cultural script of teaching.

研究分野：社会科学
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１．研究開始当初の背景 
日本型授業研究の海外移転とティーチン
グ・スクリプトに関する先行研究には、TIMSS
授業ビデオ研究（Borko et al.,2008）、授業
の台本（teaching script）（Shimizu,2009; 
Nasir et al.,2008; Lewis, Akita & 
Sato,2010）、授業観における教員の認識
(epistemic)の変化（アメリカ：Perry & 
Lewis,2009; シ ン ガ ポ ー ル ：
Inprasitha,et.al.,2009; イ ラン： Sarkar 
Arani,2006）などがある。これらの研究の中
で、授業観に着目した研究では、授業につい
ての教員メンタルモデルの転換必要性(業績
4と 5)、授業改善における相互に学び合う文
化の重要性（Lewis,2011）、教師(teacher)中
心から授業(teaching)へと視点の重点を移
動することの重要性などが指摘されている。
特に欧米の授業研究の第一人者であるステ
ィグラーは、授業で起きる大部分のことは、
あたかも DNA が作用しているかのように、文
化的コードによって決定づけられ、そのティ
ーチング・スクリプトを解明するには新しい
研究手法を実施することが重要だと述べて
いる（Stigler & Hiebert,2009）。しかし、
これらはティーチング・スクリプトの重要性
の指摘にとどまり、現実の授業に深く関って
ティーチング・スクリプトを解明した研究は
まだなされていない。そのために授業分析を
通してミクロな実証的研究を必要とする。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日本型授業研究モデルが
移転されている海外の学校に対して逐語記
録に基づく授業分析という研究手法を通し
て、授業に深く関わる文化的スクリプト（文
化の台本）を解明することである。この目的
を達成するために次の研究課題を設定する。
①逐語記録にもとづく授業分析を、共同研究
国の研究協力校で定着させ実施する。②国際
比較授業分析のために、同一教科・単元の研
究授業を複数の国の学校で計画し、実施する。
③各国の授業実践を基にして授業観（授業規
律・授業形態・授業技術・学力など）ならび
にその差異を明確にするために、日本と海外
の教員及び研究者の目から相互に比較授業
分析をする。④各国の授業観における差異か
ら、ティーチング・スクリプトの基底となる
教育観や学校観などを顕在化する。⑤これま
での分析の結果に基づき、授業実践の背後に
ある心象、価値観、信念や習慣化された行動
様式を明確にする。 
 
３．研究の方法 
本研究における国際比較授業分析では、以
下のような比較研究のアプローチを採用す
る。異なる文化背景を有する教育研究者や教
師の目から、他国の実践を分析することによ
って、実践に隠れた意味（コード）の構造（ス
クリプト）を顕在化させることを企図してい
る。つまり、典型化や平均化による比較研究

ではなく、異質性の交流による顕在化という
比較研究のアプローチをとる。すなわち、異
なる文化的背景を有する者のレンズを通す
ことによって、自明である文化的コードを抽
出することが可能となり、さらに考察（討論）
を通して文化的スクリプトを明らかにする
ことができる。 
研究の手順は、以下の通りである。①授業
記録にもとづき日本と海外の授業を分析し、
授業の文化的スクリプトを構成するコード
を明らかにする。②明らかになった文化的コ
ードを、背景となる学習に関する理論や、社
会文化的特性と関連づけて、文化的スクリプ
トを明らかにする。③文化複合の見方から、
文化的スクリプトの全体構造を明らかにす
る。④明らかになった文化的スクリプトを、
教師の教材観や授業観と関連づける。⑤さら
に、比較授業分析の方法による知見を評価し、
カリキュラム研究に対する意義を明らかに
する。 
 
４．研究成果 
(1)【分析方法の探究：比較授業分析】より
詳細な授業の事実に基づき、ティーチング・
スクリプト、すなわち授業の文化的スクリプ
トを明らかにするために、逐語記録をもとに
した比較授業分析という方法を用いる。ここ
では、他との違いを際立たせるために比較す
るのではなく、互いの異同から学び合うため
に比較している。すなわち、異なるレンズか
ら見ることによって、お互いに学び合いの可
能性が生まれる。また、授業は文化的実践で
あり、その成立には、DNA と同様に複数の要
因（コードやスクリプト）が複合的に関与し
ている。本研究では、比較授業分析による授
業の文化的スクリプトの解明を行い、さらに
文化複合の見方（conglomerate view of 
culture）にもとづき考察を行い、文化的ス
クリプトの全体構造を明らかにした。 
 
(2)【文化的コード（コ）と文化的スクリプ
ト（ス）の構造】①家庭的：教師が生徒を「息
子」と呼ぶ。教師が生徒に「間違ってもいい
よ」と、誤りを受容する（コ）。一体感を感
じる家庭的な雰囲気が形成されており、個々
の生徒をすべて等しく人格をもった人間と
して教師は受容している（ス）。②制度的：
教えるものとしての教師と、学ぶものとして
の生徒が対峙し、秩序立てられた時間と空間
の中で、教師の指示によって授業が展開する
（ス）。③競争的、個別的、行動主義的：問
題演習を実施し、個人ごとに競争させる。教
師は、成績の発表と優秀者への報酬を行う
（ス）。④主体的、個別的、構成主義的：Ｉ
ＣＴを活用し記号による表記と、図示を関連
づける思考活動を促している。概念理解と手
続き理解の双方を重視している（ス）。⑤協
力的、集団的、社会的構成主義的：グループ
学習において、グループごとに異なる問いを
出し、協力して答えを見つける活動を取り入



れている（ス）。 
 
(3)【文化複合としてのティーチング・スク
リプト】本研究では、以上の５つのスクリプ
トが確認された。これらのうち、例えば、競
争的と協力的の２つを取り上げれば２項対
立の関係にある。これまでの一般的な比較研
究では、どちらの要因の重みがあるかを問題
と し て い た が 、 こ こ で は 複 合 体
（Conglomerate）として、双方を含み込んで
いるという特性を重視したい。すなわち、歴
史的文化的に様々な授業観や教材観が教師
に流れ込んできており、それらが部分的には
相矛盾するものであっても、併存していると
いうことが文化的実践としての授業の本質
的特徴であるといえる。 
 
(4)【トランスカルチュラル・ラーニングの
可能性】授業研究を例に挙げれば、ある意味
ではローカルな文化に根ざした日本型の授
業研究が、どの国にでも適用可能なグローバ
ルな解決策となる可能性があるものとして、
世界的に注目されているのであるが、その授
業研究の移転にあたっては、その方法を移転
するだけでは不十分であり、それぞれの国の
文化や生活習慣に根ざした授業研究として
深めていくことが必要とされている。 授業
研究の海外移転の中では、移転先の文化的社
会的背景により授業研究そのものが変容し
ていくことも少なからずある。したがって、
こうしたことから、グローバル・ソリューシ
ョンとともにローカル・ソリューションを導
き出すことが必要である。 
 
(5)【今後の研究課題】社会のグローバル化
の中で、世界各国において、改めて「教える
こと」の原点に立ち返り、「教える人として
の教師」の再評価と再構成が行われるように
なってきている。すなわち、「教えるという
こと」（teaching）は、専門職（teaching as 
a professional practice）としての営みで
あることはもちろんのこと、「社会正義を実
現することを使命とする」（teaching as a 
social justice mission）営みでもあり
（McDonald et al. 2013; Ritchie 2012）、
これを実現することが、世界各国の教師教育
や授業研究の課題になってきた。こうした新
たなグローバル・プロブレムに対して、どの
ようなソリューションが可能であるかが、今
日最も重要な教育学研究上の研究課題であ
るといえる。 
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